
【BiCh2系熱電変換材料の開発】 

 

 2012年に超伝導を発見した BiCh2系層状化合物は，「層状構造」や「低次元電子状態」を持ち，さらに「低熱

伝導率」を有するため，熱電変換材料の候補物質であると考えた．そこで，LaOBiS2 に着目し，S サイトを Se

で置換することで，LaOBiSSe が熱電変換材料になることを見出した[1]．Se 置換はキャリア移動度を大幅に上

昇させ低い電気抵抗率（）を実現するが，キャリアドープはされないため高いゼーベック係数（S）を維持する

[2,3]．その結果，出力因子 PF = S2/は Se置換により上昇する．さらに，熱伝導率()も Se置換で減少するため，

無次元性能指数 ZT = S2T/ が 0.36まで上昇した（x = 1, T ~ 650 K）[4]．今後，低熱伝導率の起源を探るとと

もに，さらなる熱電特性向上を目指す． 
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図 1. (a) LaOBiS2-xSexの出力因子(PF)の温度依存性．(b) LaOBiSSe（x = 1）の結晶構造．(c,d) LaOBiSSeの熱

伝導率および無次元性能指数（ZT）の温度依存性． 
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